
第２２５回 広島数理解析セミナー （２０１８年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.225

日時 ： ６月２９日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 道久　寛載 氏 （広島大学）

題目 ： 強摩擦項をもつ波動方程式の解作用素の展開に関して

要旨 ： 強摩擦項をもつ波動方程式を全空間 Rn (n ≥ 1) 上で考える：

utt −∆u−∆ut = 0, u(0, x) = u0(x), ut(0, x) = u1(x).

本講演の目的は，Fourier 空間における解の高次漸近展開を L2 の枠組みで行
うことである. 解の Fourier 変換の具体的な表示から，そこに現れる解作用素
を展開する方法について述べる．低周波領域において解作用素から自然に定ま
る関数を定義し，その関数の Taylor 展開を以って高次漸近展開を与えるのが
本質的な発想である．そのため，漸近形の具体的な表示については別問題とな
るが，高次展開をすることによって得られた漸近形の規則的な表現についても
紹介する．
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